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お客様の課題 IBM GTMS 利用ケース

IBM

GTMS

なら！

マイクロコード更新のスキル習得より

強化しなきゃいけないスキルあるし・・・

Fix Central 本本本本本本本本本本本本本本

システム環境、

機器相互接続を考慮した

最適ファームウェアの選択？？？

分析サマリー
推奨事項

要適用
55%

OK

推奨

分析判定

全国技術部

専用データ収集ツールによる
システム情報取得

Step 1 IBM
コグニティブ・サポート・
プラットフォーム (CSP)

Step 2 データ分析 グローバル

専門家チーム

Step 3 SME Work Complete !分析結果ご報告

マイクロコード適用

Step 4 推奨アクションの実施
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本本本本本本本本本本
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ファームウェア、マイクロコード、
BIOS の管理、更新って

うちの IT部門で対応すべき作業なのか？

NIST SP800 *1シリーズ参照し

ハードウェア・レベル、

ファームウェアでセキュリティ侵害／

脆弱性対策を検討しろって言われても・・・

本本本本本本本本本本本本本本本本本本本

NIST 本本本本本本本本

*1 本本本本本本本本本本本本本本本本本本本 (NIST) 本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本

CSP
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IBM Global Total Microcode Support (GTMS) ユースケース
NIST *1推奨、ゼロトラスト・アプローチに求められるセキュリテイ対策
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金融業
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